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寄り添ってくれる人
長崎・西　春菜
　「おねがい　ゆるして　ゆるしてください。」
五歳の女の子が、必死にメッセージを送ったにも関わらず、両親の虐待により命を落としてしまった事件。私はこの事件を知り、とてもショックを受けました。「血のつながっている親は、必ず子供の味方をしてくれる。」そう思っていたからです。
　私は五歳の時、向陽寮という施設に来ました。両親といきなり離れて暮らすのは本当に辛く、泣いてしまうこともありました。
　小学校に入学した後、友達から「春菜は、お父さんとお母さんに捨てられた。」などと言われることがありました。私は、寮のこと、家族のことを聞かれるのが、次第に怖くなっていきました。でもそんな時、いつも寮の先生が話を聞いてくれました。「春菜にはお父さんとお母さんがちゃんといるもんね。大丈夫だよ。」その日から、私は何を言われても言い返せるようになりました。「お前のお父さんとお母さん、なんでおらんと？死んだと？」「おるもん。勝手なことを言わないで。」先生がそばにいてくれたおかげで、私は少し、強くなれました。
　寮での生活は大変です。中学校でバレー部に入った私は、部活が終わると毎日くたくたに疲れて帰ります。ある日私は、帰宅したら夕食を食べ、お風呂に入ってすぐ寝ようと思いました。でも、先生が「食器を洗いなさい。」「当番の掃除をしなさい。」などと厳しく言ってきます。「みんなお母さんがやっているのに、なんで私だけしないといけないの。家族と一緒に暮らしている人は自由で、寮に住んでいる人は自由じゃないの。早く寮を出ていきたい。」そう思った私は「うるさい！話しかけんで。先生なんか、だいっ嫌い！」思ってもいないことが次々に口から出てきました。
その後、一人で落ち込んでいると、先生が部屋に来て、私を抱きしめてくれました。驚いて顔を見ると、先生は泣いていました。「ひどいこと言ったからだ。私は最低だ。」そう思っていると、先生は優しい声で言いました。「ごめんね。辛い思いをしているのに、気づいてあげられなくて。」そしてこう続けました。「でもね、春菜は他の家族と比べなくていいんだよ。だって、自分は自分、人は人でしょ。春菜が今までやってきたことは、とても大事なこと。周りの人には体験できないことをやってるんだよ。すごいよ。」
　この時私は、やっと気づいたのです。今までしてきた食器洗いや掃除などの仕事は、将来必ず役に立つ。先生は、私が大人になった時に困らないように、わざと厳しく教えてくれていたのです。
　親が子供を虐待するニュースは後を絶たず、聞くたびに辛くなります。でも、私はそんなとき、いつも寮の先生のことを考えるのです。もし親から直接愛情を受けられなくても、その人に寄り添ってくれる人が一人でもいれば、人生は変わってくるのではないでしょうか。話を聞いてくれるだけでいい。抱き締めてくれるだけでいい。寮の先生方は、血のつながりはないけれど、私にどんなことがあっても寄り添ってくれ、生きていく上で大事なことを教えてくれます。私にとって寮の先生方は、とても大事な存在です。
　だから私もこれから、誰にでも寄り添える人になりたい。もし近くに、私と同じ環境の人がいたら、こう言いたいです。「周りの人と比べなくていい。あなたはあなただから。」
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